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「早稲田大学図書館ボランティアスタッフ LIVS」発足の経緯と今後の学生協働
長谷川 敦史（利用者支援課）
◆はじめに
早稲田大学図書館では、2013年 4月より、公式学生ボラン
ティア団体「早稲田大学図書館ボランティアスタッフ LIVS」
（以下、LIVSi）を発足し、その活動を開始した。ここではまず、
LIVS 発足の経緯と理念について確認する。次に、現運営体
制と 1 年間の活動内容について報告する。そのうえで、「大学
図書館における学生協働の意義」をあらためて確認し、有償
スタッフなど、LIVS 以外の可能性も含めた学生協働の今後
の展望について述べる。
◆発足の経緯
そもそも大学図書館が学生協働を重要視するようになった
背景には、2000 年代以降の、「対話型、問題発見・解決型教
育」iiの台頭と、「学生に対する教育・指導に学生自身を活用
する」動きがあったiii。これらの状況に対し、大学図書館でラー
ニング・コモンズと共に推進されたのが「学生協働」でありiv v、
本学でも概ね同様の理由から学生協働に着手した。
「LIVS」としての正式な発足は 2013年 4月であるが、前史
として、早稲田大学学職協働プロジェクト「こうはいナビ」で実
施した「図書館なび」（2012 年 3 月～5 月） viと、こうはいナビ
のノウハウをもとに図書館単発のイベントとして実施した「これ
で君もレポートマスター」（2012 年 10 月）がある。我々担当職
員はこれらの試行と成果を「今後の図書館における学生活用
について」（2013年 1月）というレポートにまとめ、これを以て、
図書館への学生スタッフの配置を正式に提案した。そして、館
内の検討と承認を経て、LIVSの発足に至った。
◆活動目的、有償スタッフとの違い
LIVS 発足を目前にして我々職員が行ったのは「ルールブ
ック」（活動憲章）の策定であった。その冒頭には、以下の「学
生ボランティアスタッフの目的」を掲げた。
この4項目は、先のレポート「今後の図書館における学生活
用について」（以下、「提案書」とする）において作成したものを
そのまま使用している。「提案書」作成にあたっては、こうはい
ナビなどの活動から得られた見地を集約すると共に、学生協
働に関する研究発表viiを参照した。
実はこの「提案書」の段階では、「学生ボランティアスタッフ
（無償）」と「Library Assistant（有償）」の 2 種類が提案され
ていた。前記 4 項目は有償無償の「共通目的」であり、実際に
はそれぞれ異なる目的をこれに加えて掲げていた。例えば、
有償スタッフには「主題知識活用により、現レファレンス体制を
補完する」ことや、「図書館情報リテラシー活動のサポート」な
どが、無償スタッフには「自由な発想による新たな図書館サー
ビスの創造」「裾野の広いピア・サポート体制」などが明記され
ている。
つまり、LIVS 発足の背景には、有償スタッフと無償スタッフ
の明確な「切り分け」の思想があった。結果的に単独での発足
となり、ルールブックには共通目的のみを記載したが、職員は
この「明記されなかった目的」を意識し、「本人がやりたいから
やる、自主的なボランティア活動であり、参加を強制しない」と
いう理念を以ってLIVSの運営に関わり、学生にも同様に語っ
ていくこととなった。
◆スタッフ人数と構成比
発足時には、2012年 10月のイベント実施スタッフ 9名のう
ち、卒業するスタッフを除いた 4 名（学部生 3 名、大学院生 1
名）が核となった。以降人数を増やし、2014 年 3 月現在、41
名在籍している。
学年別構成比は、学部生 34 名、大学院生 7 名で、学部 3
～4年生だけで 6割以上の 27名を占める。イベントやミーティ
ングでは、しばしば大学院生がリーダーシップを発揮し、よき
先達となっている。所属は 11 学部・6 研究科と多岐にわたり、
最も多いのは文化構想学部と国際教養学部でそれぞれ 6 名
である。今でこそ大所帯だが、4 名の「第 1 期」メンバーが長く
在籍していてくれた結果である。
◆運営体制
LIVSの運営は、月 1回、学生と職員が出席する「全体ミー
ティング」によって協議される。この全体ミーティングで個別の
イベントが発案され、リーダーを決め、キックオフとなる。スタッ
フ研修もこの全体ミーティングで行われるが、これについては
後に詳述する。キックオフ後は、個別イベント単位で必要に応
じてミーティングを行う。この個別ミーティングは基本的に学生
のみで実施する。いずれのミーティングも議事録を必ず残し、
LIVSで共有する。
もう一つの重要な情報共有手段は無料のグループウェア
「サイボウズ Live」である。個別イベント単位での情報共有が
以下を目的として、図書館に学生ボランティアスタッフを置く
１）学生の視点に立った学習・研究支援サービスの提供
２）身近で質問しやすい図書館サービスの実現
３）学生の参画を通じた図書館サービスの改善
４）学びあいを通じた学生ボランティアスタッフ自身の図書
館利用習熟
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容易なため、ミーティングを補完する重要なツールである。一
方、メーリングリストについては、全体ミーティングの議事録通
知、緊急の呼びかけなど以外は極力使用しないこととし、情報
過多にならないよう注意している。
情報過多を避ける理由は先の「自由参加」の理念にあるが、
これを維持しつつ期限通りにイベントを実行する、というのは
簡単ではない。実際に、個別イベントのミーティングに人が集
まらず、リーダーが悩みを持つことは多かった。そのたびに学
生と職員が共に悩み、試行錯誤を行ったが、職員は先の理念
に従い、強制は行わなかった。
◆2013年度の活動内容
2013年度には以下の活動を行った。
実施時期 企画名称 概要
2013年4月
（計4回） 本キャン学読ツアー
早稲田キャンパスにある5つの
「学生読書室」を案内するツ
アー。
2013年6月
（計5回）
2013年11月
（計4回）
めざせレポートマス
ター
架空のレポート課題をもとに文献
を探すワークショップ。WINE
（OPAC）操作、書架での資料内
容の判断、参考文献作成など。
2013年8月
（2日間）
オープンキャンパス
特別企画「図書館ク
イズラリー」
オープンキャンパスで図書館見
学に来る人向けに、クイズラリー
を設置。
2013年10月 図書館総合展見学 帝京大学「共読ライブラリー」を見
学。
2013年11月
~2014年1月
覚えていますか？
2013 今年を振り返
るブックリスト
2013年の時事トピックから発想を
広げ、おすすめ書籍の棚を作
成。
2013年12月
2014年3月
東京女子大学図書
館学生スタッフとの意
見交換会
互いの大学を訪問し、スタッフ同
士で意見交換を行った。
通年
ブログ「りぶろぐ！」
運営
学生による図書館案内ブログ「り
ぶろぐ！」運営。
写真：イベントの様子（めざせレポートマスター）
◆LIVS スタッフはどのように成長したか
まず、学習に特化したイベントについては、ピア・ラーニング
の効果が明確に出ているという実感がある。例えば、文献探
索イベント「めざせレポートマスター」においては、参加学生だ
けでなく、スタッフ側も、OPACでのキーワードの工夫、件名の
活用、参考文献リストをたどる方法など、様々な手法を「自主
的に」取得し、成長する。
次に、図書館における学生協働で重視されるスタッフ研修
であるがviii、LIVSでは全体ミーティングの中で実施している。
しかし、1 年実践してみて、事前研修による学習よりも、イベン
ト準備や実施を通じた学習の方が意欲と効果が高いという実
感がある。前述のレポートマスターの例のように、学生が「自主
的に」動く視線の先には、常に「参加者の学生」がいるからだ。
このような「参加者のために知識を蓄えて活用する」ことによる
学習には「サービス・ラーニング」の効果が認められるix。研修
についてもこれに合わせて講義をなるべく減らし、体験型へ転
換していく必要があると考えている。
◆今後の学生協働の可能性
LIVSの体制は 2013年度の 1年間でほぼ固まったのでは
ないかと考えている。一方で、「提案書」にあった有償スタッフ
は未だ具体化に至らず、今後の課題である。
また、「提案書」では有償スタッフの要件は大学院生となっ
ており、国内の事例をみても大学院生がこういった業務に従
事しているx。しかし、ピア・ラーニングの見地から、学部生のサ
ポートはむしろ学部生が行うべきであり、レファレンスや情報リ
テラシー教育でこそ最適なパフォーマンスを発揮する、という
論もあるxi。早稲田大学図書館における学生協働の試みはま
だ始まったばかりである。道を狭めず、様々な可能性を模索
すべきであろう。
i Library Volunteer Staffの略。読みは「リブス」。
ii 本学の取り組みは「Waseda Vision 150」参照。http://www.wa
seda.jp/keiei/vision150/core/04.html,（参照 2014-3-8）.
iii 文部省高等教育局. 大学における学生生活の充実方策につい
て. 2000. http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/ko
utou/012/toushin/000601.htm,（参照 2014-3-8）.
iv 八木澤 ちひろ．大学図書館における学生協働について．カレン
トアウェアネス. 2013, no. 316, p.10-14.
v 文部科学省. “大学図書館の整備について（審議のまとめ）”. 20
10. http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4
/toushin/1301602.htm,（参照 2014-3-8）.
vi 長谷川 敦史．学生と職員の協働（学職協働）によるリテラシー教
育の試行．ふみくら. 2012, no.82, p.4-5.
vii 呑海 沙織、溝上 智恵子、大学図書館研究グループ．大学図
書館におけるラーニング・コモンズの学生アシスタントの意義．図
書館界. 2011, vol.63, no.2, p.176-184.
viii 同前。
ix 木村 修一．学生による図書館ボランティア活動の「学び」のプロ
セス．図書館学. 2013, no.103, p.30-44. 図書館学生ボランテ
ィアにおけるサービス・ラーニングの萌芽を指摘。
x S-Circle（慶應義塾大学）、ラーニングアドバイザー（立教大学）、
図書館 TA（大阪大学）、ライティングサポートデスク（国際基督
教大学）、学習サポート（名古屋大学）など。
xi Bodemer, Brett B. They CAN and They SHOULD:
Undergraduates Providing Peer Reference and Instruction．
College & Research Libraries. 2014, vol.75, no.2, p.162-178.
